
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、和地圏域） 第 3 回会議 議事録 
 
開催日時 令和 3 年 1 月 27 日（水）10 時から 12 時 00 分まで 
参 加 者 委員：11 人 事務局：3 人 その他：7 人（高齢者福祉課：1 人、西区長寿保険課：

1 人、包括支援センター：2 人、市社協地域支援課：1 人、市社協浜松地区センター：

1 人） 
場 所 舞阪協働センター 301，302 会議室 
内 容 1. 開会  

2. 会長あいさつ  

3. 第2回協議体会議振り返り➠家事支援活動の現状について意見交換を行った 

・家事支援では対応できないケースの対応について 

・家事支援の対応ができない相談を他の機関に繋げる支援について 

・支援を受ける人の気持ちについて 

   ・コーディネーターの負担が多い事について 

  ◇地域活動紹介 

   ①あたごさん ②堀江カフェにおける舘山寺町見守り隊の取り組み   

   ③北浜なか地区社協 ④北しょう市場 ⑤てんとうむしの家 

4. 話題提供➠包括、高齢者福祉課から認知症に関する説明 

  ・本圏域における認知症に関わる事例（村櫛町高齢者徘徊・行方不明事例） 

  ・認知機能低下に関わる現状 

  ・認知症サポーター講座・オレンジシールについて                  

5. グループワーク「認知機能高齢者に対する地域の取り組み」について意見交換を 

行った 

  （意見）・認知症への対策は今やるべき事 

・認知症に対する家族からの相談が少ない 

      ・オレンジシールだけの取り組みで良いのか 

      ・支援する体制が必要 

      ・認知症高齢者をみている家族の方への共感 

   (質疑)・協議体会議の今後の展開について 

      ・北浜なか地区社協の買い物支援や通院支援詳細について 

➠次年度の協議体会議にて予定 

6. 連絡事項 次年度協議体会議について➠令和3年6月末頃予定 

今 後 の 
見通し等 

認知症の理解を進める事や、認知症サポーター講座の開催等、包括や行政と地域に出

向き案内していく活動および協議体会議において地域で取り組める事について協議体

として引き続き意見交換を行い、認知症への取り組みについて意見交換を行う。 


